
新商品

リニアスライドシリンダ
LCXシリーズ

LINEAR SLIDE CYLINDER LCX SERIES

薄さ、軽さ、剛さの3拍子を揃え、狭いスペースでの用途に最適。
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リニアスライドシリンダ

狭いスペースでの位置決め、部品搬送等に最適で、多品種生産の効率化に貢献します。

ストローク（mm）チューブ内径

■ LCX商品バリエーション

機種バリエーション

※
複動・片ロッド形(クリーン仕様)

複動・片ロッド形

ストローク調整用ストッパ
ゴムクッション形
ストッパ

※

ショックキラー形
ストッパ

※

メタル形
ストッパ

※

リニアスライドシリンダ
φ

φ

φ

φ

センター形
ストッパ

受注生産品

薄さ、軽さ、剛さ
3拍子揃えたリニアスライドシリンダ

テーブル先端の変位（30mｍストローク時）

負荷荷重(N)→

→

変
位 
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(μｍ)

0

(当社従来品)

薄 徹底した薄形化により、
従来機種(LCG)に比べ高さ寸法を60mm→34mmに半減！
省スペース用途に最適です。

セパレート方式のリニアガイドを採用。
薄形・軽量ながら、
従来機種(LCG)と同等の剛性を実現しました。

セパレート方式のリニアガイドを採用。
薄形・軽量ながら、
従来機種(LCG)と同等の剛性を実現しました。

従来機種(LCG)

従来機種(LCG)に比べ製品質量が半減！
可動部の軽量化が可能ですので
タクトアップ、省エネに貢献します。

無接点式2色表示式スイッチが選択可能
T形スイッチを採用

標準で防錆処理対処済。
防錆処理タイプ

各種オプション等を用意
機種にクリーン仕様、他、ストローク調整用ストッパ
（メタル形、ゴムクッション形、ショックキラー形）を用意

左右対称設計
配管、ストッパの左右両側取付が可能
　 は配管方向を示します。

センターストッパも用意
(受注生産品)
ストローク端でのストッパによるモーメントの発生が無いため
位置ずれを最小限に抑制

■メタル形ストッパ ■ゴムクッション形ストッパ

34mm

2段重ねで
68mm

34mm

2段重ねで
68mm

一段目シリンダと
二段目シリンダの
ダイレクト取付が
可能です！

軽
剛 ■ショックキラー形ストッパ

　 様々なバリエーション

※二次電池対応シリーズも用意しております
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巻頭 1

体系表 リニアスライドシリンダ
LCXシリーズ
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ゴムクッション形ストッパ メタル形ストッパ ショックキラー形ストッパ
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10 20 30 40 50 S1 S2 S3 S4 S5 S6 M1 M2 M3 M4 M5 M6 A1 A2 A3 A4 A5 A6 注1

複動・片ロッド形 φ25・φ32 ● ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 1

LCX

複動・片ロッド形
クリーン仕様 φ25・φ32 ● ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 31

LCX-P7※

：標準   ：準標準   ：受注生産   ：製作不可

注1：センター形ストッパは受注生産品となります。詳細はお問い合わせください。

2 4

1 3

●ストッパ位置



巻頭 2

本製品を安全にご使用いただくために
ご使用になる前に必ずお読みください

当社製品を使用した装置を設計製作される場合には、装置の機械機構と空気圧制御回路または水制御回路と 
これらをコントロールする電気制御によって運転されるシステムの安全性が確保できる事をチェックして安全な 
装置を製作する義務があります。
当社製品を安全にご使用いただくためには、製品の選定及び使用と取扱い、ならびに適切な保全管理が重要です。
装置の安全性確保のために、警告、注意事項を必ず守ってください。
なお、装置における安全性が確保できることをチェックして安全な装置を製作されるようにお願い申し上げます。

1 本製品は、一般産業機械用装置･部品として設計、製造されたものです。
よって、取り扱いは充分な知識と経験を持った人が行ってください。

2 製品の仕様範囲内でのご使用を必ずお守りください。
製品固有の仕様外での使用は出来ません。また、製品の改造や追加工は絶対に行わないでください。
なお、本製品は一般産業機械用装置・部品での使用を適用範囲としておりますので、屋外での使用、および次に示すよ
うな条件や環境で使用する場合には適用外とさせていただきます。
（ただし、ご採用に際し当社にご相談いただき、当社製品の仕様をご了解いただいた場合は適用となりますが、�
万�一故障があっても危険を回避する安全対策を講じてください。）
❶��原子力･鉄道･航空･船舶･車両･医療機械、飲料・食品などに直接触れる機器や用途、娯楽機器･緊急遮断回路･�
プレス機械･ブレーキ回路･安全対策用など、安全性が要求される用途への使用。

❷人や財産に大きな影響が予想され、特に安全が要求される用途への使用。
3 装置設計･管理等に関わる安全性については、団体規格、法規等を必ずお守りください。

ISO4414、JIS�B�8370（空気圧システム通則）
JFPS2008（空気圧シリンダの選定及び使用の指針）
高圧ガス保安法、労働安全衛生法および�その他の安全規則、団体規格、法規など。

4 安全を確認するまでは、本製品の取り扱いおよび配管・機器の取り外しを絶対に行わないでくだ
さい。
❶機械･装置の点検や整備は、本製品が関わる全てのシステムにおいて安全であることを確認してから行ってください。
❷�運転停止時も、高温部や充電部が存在する可能性がありますので、注意して行ってください。
❸�機器の点検や整備については、エネルギー源である供給空気や供給水、該当する設備の電源を遮断し、システム�
内の圧縮空気は排気し、水漏れ・漏電に注意して行ってください。

❹�空気圧機器を使用した機械･装置を起動または再起動する場合、飛び出し防止処置等システムの安全が確保されて
いるか確認し、注意して行ってください。

5 事故防止のために必ず、次頁以降の警告及び注意事項をお守りください。

警告

■ここに示した注意事項では、安全注意事項のランクを「危険」「警告」「注意」として区別してあります。

危険: 取扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う危険な状態が生じることが想定され、かつ
危険発生時の緊急性（切迫の度合い）が高い限定的な場合。（DANGER）

警告: 取扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う危険な状態が生じることが想定される場合。
（WARNING）

注意: 取扱いを誤った場合に、軽傷を負うかまたは物的損害のみが発生する危険な状態が生じる
ことが想定される場合。（CAUTION）

なお「注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

ご注文に際しての注意事項

1 保証期間
当社製品の保証期間は、貴社のご指定場所への納入後1年間といたします。

2 保証範囲
上記保証期間中に明らかに当社の責任と認められる故障を生じた場合、本製品の代替品または必要な交換部品の�
無償提供、または当社工場での修理を無償で行わせていただきます。
ただし、次の項目に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。
①カタログまたは仕様書に記載されている以外の条件・環境での取扱いならびにご使用の場合
②故障の原因が本製品以外の事由による場合
③製品本来の使い方以外の使用による場合
④当社が関わっていない改造または修理が原因の場合
⑤納入当時に実用化されていた技術では予見できない事由に起因する場合
⑥天災、災害など当社の責でない原因による場合
なお、ここでいう保証は、納入品単体に関するものであり、納入品の不具合により誘発される損害については�
除外させていただきます。

3 適合性の確認
お客様が使用されるシステム、機械、装置への当社製品の適合性は、お客様自身の責任でご確認ください。



巻頭 3

空気圧機器

本製品を安全にご使用いただくために
ご使用になる前に必ずお読みください。
シリンダ一般、シリンダスイッチについては空圧シリンダ総合（CB-029S）をご確認ください。

個別注意事項：薄形リニアスライドシリンダ   LCXシリーズ

注意
■ シリンダの選定は15～18ページ「LCX選定ガイ

ド」に従ってください。

■ シリンダは水滴、油滴のかかる場所や、腐食の恐れ
がある場所、粉塵の多い場所では損傷、作動不良の
原因となりますので、カバーなどで製品を保護して
ください。

■ スイッチ付の注意事項
●�リード線ストレートタイプは30ストローク以下、リード
線L字タイプは20ストローク以下のスイッチは本体両溝
に1本ずつスイッチを取付けるため設計時にはリード線取
り出し方向に注意してください。

1. 共通

設計時・選定時

注意

1. 共通；配管時

取付・据付・調整時

項目
ポート径

ポート
位置寸法
A

使用出来る継手 継手外径
Bチューブ

内径（mm）

φ25

M5

9.5

SC3W-M5-4

φ17
以下

SC3W-M5-6
GWS4-M5-S
GWS4-M5

φ32 9

GWL4-M5
GWS6-M5-S
GWS6-M5
GWL6-M5

■ 配管継手の注意事項
配管時は必ずスピードコントローラをつけてご使用
ください。また、使用可能な継手は以下のとおりで
す。

注意
■ 本製品は高精度な直線運動を得るため、ベースや

テーブルの取付面は精密加工仕上げしています。
したがって装置等の取付面の平面度を研削加工など
によって高精度に仕上げることで、安定した高い精
度が得られます。（推奨平面度：0.01mm以下）
また、取付面の平面度を阻害するような打痕、キズ
などを付けないようにしてください。

■ テーブル、ベースへの治具取付時のボルトねじ込み
長さおよび締付トルクは以下の値を守ってくださ
い。
＜図1＞

2. 共通；据付時

項目
A B C

使用ボルト 締付トルク（N・m） 使用ボルト 締付トルク（N・m） 最大ねじ込み長さ 使用ボルト 締付トルク（N・m） 最大ねじ込み長さ
LCX-25

M6 4.3～5.2 M6×1.0 4.3～5.2 9.5mm M6×1.0 4.3～5.2 11mm
LCX-32

■ シリンダの周囲温度が5℃以下でご使用される場合
は、供給圧力を0.5MPa以上でご使用ください。

■ 常時低温（5℃以下）、または高温（40℃以上）
環境化でご使用する場合はご相談ください。

■ ストローク調整機能を備えたストッパを3種類用意
しております。
●�ゴムクッション形ストッパ
ウレタン製のクッションゴムを内蔵したストッパ。
停止位置を安定させるため、0.4MPa以上の圧力でメタ
ルタッチするストッパも準備しておりますので、ご相談く
ださい。

●�メタル形ストッパ
クッション機構がないため、軽負荷、低速時に使用してく
ださい。ゴムクッションの変形による停止位置の変化があ
りません。

●�ショックキラー形ストッパ
高いエネルギ吸収能力を持ち、滑らかな停止をするととも
に、メタルタッチにて停止位置が決まります。

φB

A
A

A B

C
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取付・据付・調整時

■ ストッパ部の各ボルト、ナットの締付トルクは以下
の値を守ってください。
＜図A＞

項目
1ストッパ取付ボルト 2 ストッパボルト取付ナット 3 ストッパブロック取付ボルト

2 ショックキラー取付ナット
（N・m） （N・m） （N・m）

LCX-25
4.3～5.2 4.5～6.0 4.3～5.2

LCX-32

■ シリンダスイッチの近くに鉄板等の磁性体がある場
合は、誤作動する恐れがあります。シリンダ表面か
ら10㎜以上離していただくか、或いは、シリンダ
スイッチの取付面を変更いただくことで安全にご使
用いただけます。（全口径共通）

■ シリンダが隣接する場合は、シリンダスイッチが誤
作動する恐れがあります。シリンダ表面より下記の
距離をとってください。（全口径共通）

■ 弊社のショックキラーは消耗部品として取り扱って
ください。
エネルギー吸収能力の低下がみられた場合や、作動
が円滑ではなくなった時に交換をしてください。

■ 位置決め穴を使用する場合は、圧入にならない寸法
のピンを使用してください。圧入寸法のピンを使用
すると圧入荷重によるリニアガイド部の損傷や歪み
による精度低下の恐れがあります。
ピンの推奨公差は、JIS公差m6以下です。

LCX Series
個別注意事項

使用・メンテナンス時

注意
■ ガイド部は、6カ月または作動回数100万回の早い

方を目安としてガイドレール軌道面にAFFグリー
ス（THK（株）製）を塗布してください。

1. 共通

2 ショックキラー取付ナット

1 ストッパ取付ボルト

3 ストッパブロック取付ボルト

ストッパブロック
ストッパ

ショックキラー

10㎜以上

鉄
板
等
の

磁
性
体

3㎜以上 3㎜以上

ゴムクッション形、メタル形ストッパ

ショックアブソーバ形ストッパ

2 ストッパボルト取付ナット

1 ストッパ取付ボルト

3 ストッパブロック取付ボルト

ストッパブロック
ストッパ

ストッパボルト



JIS 記号

�

仕様
項 目 LCX

チューブ内径� ㎜ φ25 φ32
作動方式 複動形
使用流体 圧縮空気
最高使用圧力� MPa 0.7
最低使用圧力� MPa 0.�5
保証耐圧力� MPa �.0
周囲温度� ℃ -�0～60（但し、凍結なきこと）（注�）
接続口径 M5

ストローク許容差� ㎜
+2.0

（注2）
0

使用ピストン速度� ㎜/s 20～500（注3）
クッション ゴムクッション付
給油 不可
許容吸収エネルギー� J �6ページの表3をご参照ください。

ストローク

注：上記のストロ－ク以外は製作できません。

チューブ内径（㎜） 標準ストローク（㎜）
φ25 �0、20、30、40、50
φ32 �0、20、30、40、50

リニアスライドシリンダ���複動・片ロッド形

LCX Series
●チューブ内径：�φ25・φ32

注�：�常時低温（5℃以下）、または高温（40℃以上）環境化でご使用する場合はご相談ください。
注2：�ストッパなしで使用の場合、エンドプレートとフローティングブシュの間にわずかな隙間がありますのでご注意ください。
注3：�メタル形ストッパ使用時は、20～200㎜/sでご使用ください。



2

スイッチ仕様
●１色/２色表示式

LCX Series
仕様

シリンダ質量
●基本形

チューブ内径 基本形   ストローク（㎜）
（㎜） 10 20 30 40 50
φ25 980 �,0�0 �,030 �,�50 �,�70
φ32 �,000 �,030 �,050 �,�80 �,200

（単位：g）

●オプション増加分
チューブ内径 オプション・ストッパ記号

（㎜） S1～S4 M1～M4 A1～A4 S5・S6 M5・M6 A5・A6
φ25

�70 240
φ32

（単位：g）

項　目
有接点２線式 無接点２線式 無接点３線式

T0H・T0V T5H・T5V T2H・T2V T2WH・T2WV T3H・T3V T3WH・T3WV

用　途
プログラマブル

コントローラ、リレー用
プログラマブルコントローラ、リレー
IC回路（ランプなし）、直列接続用

プログラマブル
コントローラ専用

プログラマブル
コントローラ、リレー用

出力方式 － － － NPN出力
電源電圧 － － － DC�0～28V
負荷電圧 DC�2/24V AC��0V DC5/�2/24V AC��0V DC�0～30V DC24V±�0% DC30V以下
負荷電流 5～50mA 7～20ｍA 50ｍA以下 20ｍA以下 5～20mA �00mA以下 50ｍA以下

ランプ
発光ダイオード
（ON時点灯）

ランプなし
発光ダイオード
（ON時点灯）

赤色/緑色
発光ダイオード
（ON時点灯）

発光ダイオード
（ON時点灯）

赤色/緑色
発光ダイオード
（ON時点灯）

漏れ電流 0ｍＡ �mA以下 �0μA以下

※T0/T5スイッチはAC220Vも使用可能です。
使用条件はお問い合せください。

●��二次電池製造工程で使用できる
構造です。P4※LCX - …�-

二次電池対応仕様

※詳細はお問い合わせください。
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LCX Series

形番表示方法
スイッチなし

スイッチ付

LCX S54025

機種形番

ホオプション

スイッチ数ニ

スイッチ形番ハ

ストロークロ

チューブ内径イ

LCX 4025 T2H※ R A1T

形番選定にあたっての注意事項
注�：�ストローク調整範囲を変更する場合は、5ページ

ゴムクッション形ストッパ・メタル形ストッパ単
品をご使用ください。

注2：�ショックキラー形ストッパ使用時のストローク調
整範囲は、�0ページストッパ外形図の寸法表を
参照ください。

注3：�メタル形ストッパ使用時は、ストッパブロック材
質合金銅（記号：T）を推奨します。

注4：�ゴムクッション形ストッパ、メタル形ストッパと
ショックキラー形ストッパを組合せて使用する場
合は受注生産となります。

注5：�メタル形ストッパの場合、20～200mm/sでご
使用ください。

注6：�ストッパタイプ使用時のみ選択できます。
注7：��0ストロークの場合、A5※、A6※は選択出来

ません。

〈形番表示例〉
LCX-25-40-T2H-R-A1T
機種：薄型リニアスライドシリンダ���複動・片ロッド形���LCX
●イ� チューブ内径� ：φ25
●ロ� ストローク� ：40㎜
●ハ� スイッチ形番� ：無接点・2線式
� � � リード線ストレートタイプ
●ニ�スイッチ数� ：ロッド側�個付
●ホ�その他オプション：ショックキラー形ストッパ
� � � ストッパ位置�
� � � 材質、合金鋼（窒化処理）

●ストッパ位置

記号 内 容
チューブ内径

25 φ25
32 φ32

ストローク（㎜）
10 �0
20 20
30 30
40 40
50 50

スイッチ形番
リード線ストレート

タイプ
リード線L字

タイプ
接点 表示 リード線

T0H※ T0V※
有接点

�色表示式
2線

T5H※ T5V※ ランプなし
T2H※ T2V※

無
接
点

�色表示式
2線

T3H※ T3V※ 3線
T2WH※ T2WV※

2色表示式
2線

T3WH※ T3WV※ 3線
※リード線長さ
無記号 �m（標準）

3 3m（オプション）
5 5m（オプション）

スイッチ数
R ロッド側�個付
H ヘッド側�個付
D 2個付

オプション
無記号 オプションなし
S   ゴムクッション形ストッパ 注1、注4
S1※ ストッパ位置�（4へ変更可） ス

ト
ッ
パ
取
付
位
置

S2※ ストッパ位置2（3へ変更可）
S3※ ストッパ位置3（2へ変更可）
S4※ ストッパ位置4（�へ変更可）
S5※ ストッパ位置�、3

S6※ ストッパ位置2、4

M   メタル形ストッパ 注1、注3、注4、注5
M1※ ストッパ位置�（4へ変更可） ス

ト
ッ
パ
取
付
位
置

M2※ ストッパ位置2（3へ変更可）
M3※ ストッパ位置3（2へ変更可）
M4※ ストッパ位置4（�へ変更可）
M5※ ストッパ位置�、3

M6※ ストッパ位置2、4

A   ショックキラー形ストッパ 注2、注4、注7
A1※ ストッパ位置�（4へ変更可） ス

ト
ッ
パ
取
付
位
置

A2※ ストッパ位置2（3へ変更可）
A3※ ストッパ位置3（2へ変更可）
A4※ ストッパ位置4（�へ変更可）
A5※ ストッパ位置�、3

A6※ ストッパ位置2、4

※部
無記号 ストッパブロック材質：圧延鋼

T ストッパブロック材質：合金鋼（窒化処理）注6

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

� 3

2 4
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スイッチ単品形番表示方法

ストッパセット形番表示方法
●ストッパ部とゴムクッション形ストッパ、メタル形ストッパまたはショックキラー形ストッパのセット
●標準→ゴムクッション形ストッパ、メタル形ストッパ付、ショックキラー形ストッパ付への変更時に使用

スイッチ形番
（3ページハ項）

SW T2H3

ストッパ種類
S ゴムクッション形ストッパ
M メタル形ストッパ
A ショックキラー形ストッパ

ストッパ取付位置 
1 ストッパ位置�又は4用
2 ストッパ位置2又は3用

ストローク調整量 注1
無記号 ストローク調整範囲�0mm
S02 ストローク調整範囲20mm

イチューブ内径
（3ページイ項）

LCX S25 2

ロ

S02

ハ

注�：�ショックキラー形ストッパ“A”の場合
は、選定できません。

LCX Series
形番表示方法
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ゴムクッション形ストッパ単品形番表示方法
●ウレタン付六角穴付止めねじ
●ストローク調整範囲の変更時または中間ストローク設定時に使用

ストローク調整範囲
S01 片側�0mm（標準）
S02 片側20mm

イチューブ内径
（3ページイ項）

LCX 25 S02

メタル形ストッパ単品形番表示方法
●ストローク調整範囲の変更時または中間ストローク設定時に使用

チューブ内径
（3ページイ項）

LCX 25 M02

ストローク調整範囲
M01 片側�0mm（標準）
M02 片側20mm

イ

ショックキラー形ストッパ単品形番表示方法
●ショックキラーとストッパキャップのセット
●ゴムクッション形、メタル形ストッパからショックキラー形ストッパへの変更時に使用

機種 ショックキラー形番
LCX-25 NCK-00-�.2
LCX-32 NCK-00-�.2

チューブ内径
（3ページイ項）

LCX 25 A01
使用ショックキラー形番

注：�ショックキラー形ストッパのストローク調整範
囲は、�0ページをご参照ください。

ストッパブロック単品形番表示
●標準→ゴムクッション形、メタル形ストッパ付、ショックキラー形ストッパ付への変更時に使用

ストッパブロック
SB1 30、50ストローク用
SB2 �0、20、40ストローク用

材質
無記号 ストッパブロック材質：圧延鋼

T ストッパブロック材質：合金鋼（窒化処理）

イ

チューブ内径
（3ページイ項）

LCX 25 SB1 T

ロ

LCX Series

ショックキラー

ストッパキャップ
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LCX Series
シリンダ単品形番表示

シリンダ単品形番表示

バリエーション
無記号 標準
P72 クリーン仕様（排気処理）
P73 クリーン仕様（真空掃引）

イ

チューブ内径
（3ページイ項）

LCX 25 P72CYL 40

ストローク
（3ページロ項）
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内部構造および部品リスト
●LCX

品番 部品名称 材質 備考 品番 部品名称 材質 備考
1 ベース アルミニウム合金 アルマイト 15 ロッドカバー アルミニウム合金 アルマイト
2 テーブル アルミニウム合金 アルマイト 16 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート
3 六角穴付ボルト ステンレス鋼 1� ロッドパッキン ニトリルゴム
4 六角穴付ボルト ステンレス鋼 18 ガスケット ニトリルゴム
5 ガイドレール（1） 合金鋼 黒クロム皮膜 19 ピストンロッド 合金鋼 工業用クロムメッキ
6 ガイドレール（2） 合金鋼 黒クロム皮膜 20 クッションゴム ウレタンゴム
� ケージ 樹脂 21 スペーサ アルミニウム合金
8 ストッパ（1） ステンレス鋼 22 磁石 プラスチック
9 ストッパ（2） ステンレス鋼 23 ピストンパッキン ニトリルゴム

10 十字穴付なべ小ねじ ステンレス鋼 24 ピストン アルミニウム合金＋ポリアセタール
11 プレート アルミニウム合金 アルマイト 25 シリンダ本体 アルミニウム合金 硬質アルマイト
12 六角ボルト ステンレス鋼 26 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート
13 フローティングブッシュ ステンレス鋼 2� ヘッドカバー アルミニウム合金 アルマイト
14 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート 28 プラグ 黄銅 ニッケルメッキ

部品リスト

チューブ内径（㎜） キット番号 消耗部品番号
φ25 LCX-25K 17 18

20 23φ32 LCX-32K

消耗部品リスト

LCX Series

1 10 9 2 3 11 12 16 15 25 26

8 4 7 6 5 14 13 18 28 19 20 21 22 23 24

27

17
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LCX Series
内部構造および部品リスト

内部構造および部品リスト

ストッパ付構造図
●ゴムクッション形ストッパ、メタル形ストッパ ●ショックキラー形ストッパ

品番 部品名称 材質 備考 品番 部品名称 材質 備考
1 ストッパボルト 合金鋼 ニッケルメッキ

6

ストッパブロック
（ストッパブロック記号：無記号） 鋼 ニッケルメッキ

2 六角ナット 合金鋼 亜鉛クロメート
3 ストッパ アルミニウム合金 アルマイト ストッパブロック

（ストッパブロック記号：T） 合金鋼 窒化処理
4 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート
5 クッションゴム ウレタンゴム クッションゴム形ストッパのみ � 六角穴付ボルト 合金鋼 亜鉛クロメート

8 ショックキラー
9 ストップキャップ ステンレス鋼

部品リスト

1 2 3 4 5 6 7 8 9
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LCX Series

外形寸法図
● LCX-25、32

チューブ内径 ストローク A B C D E F G H J K L M N O P Q R
RD HD

T0※ T2※ T2W※ T0※ T2※ T2W※
T5※ T3※ T3W※ T5※ T3※ T3W※

φ25

10 208
14�

34
�6.5 10 56 20 13 36.5

50
2� 120 45

29.5 24.5 9.5

40

5 6.5 23.5 21.5

20 218 39 50
30 228 44 60
40 258

16�
49

86.5 15 64 30 23 46.5 41 140 55
�0

50 268 54 80

φ32

10 208
14�

34
�6.5 10 56 20 13 36.5

60
2� 120 45

31 25 9

40
20 218 39 50
30 228 44 60
40 258

16�
49

86.5 15 64 30 23 46.5 41 140 55
�0

50 268 54 80

R
16.5

P
Q

2-M5深さ4
配管ポート

C D
E F

GXY

�
0

5
0

4
8

2
5

Ｙ′ Ｘ′
H

J

50
2-M6深さ10.5
2段重ね取付用（詳細は14ページ）

2-M6深さ11
Ｘ-Ｙ取付用（詳細は14ページ）

2-M5深さ4
配管ポート（プラグ）

B
A

R
16.5

P
Q

O 3
2

2-R
3

Ｃ部詳細

6     深さ6+0.05
+0.02

NN23

L
8 M

50

9.5
6.5

4
-φ

1
1

4
-φ

6
.6

Y-Y′断面 X-X′断面

2
-φ

1
1

2
-φ

6
.6

9.5
6.5

9.5 23.5

K

C部 4-M6深さ11

1

6     深さ6+0.05
+0.02

C部

15
34

6     深さ6+0.05
+0.02

RD

HD

2
5

6-M6深さ9.5
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外形寸法図：オプション
● ゴムクッション形ストッパ（S1～S6）

LCX Series
オプション外形寸法図

チューブ内径 ストローク T U
ストローク調整範囲（片側）

ゴムクッション形ストッパ メタル形ストッパ ショックキラー形ストッパ

φ25

10
124 18.5

5 5 1
20

10 10 �
30
40

144 28.5
50

φ32

10
124 18.5

5 5 1
20

10 10 �
30
40

144 28.5
50

● メタル形ストッパ（M1～M6） ● ショックキラー形ストッパ（A1～A6）

36U
189 6

3.5

6.3

5
.5

12.5
25

T
25

12.5 6.3

2
2

（12） （4）

3
2

.5

（12.5）

2
2

（3.5）

3
2

.5

（16.5）

2
2

（1）

3
2

.5

2-M6深さ9

4-M6深さ11
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リニアスライドシリンダ   複動・片ロッド形   クリーン仕様

LCX-P7※ Series
●チューブ内径：�φ25・φ32

JIS記号

仕様
項 目 LCX-P7※

チューブ内径 ㎜ φ25 φ32
作動方式 複動形
使用流体 圧縮空気
最高使用圧力 MPa 0.�
最低使用圧力 MPa 0.15
保証耐圧力 MPa 1.0
周囲温度 ℃ -10～60（但し、凍結なきこと）（注1）
接続口径 M5
リリーフポート接続口径 M5

ストローク許容差 ㎜
+2.0

（注2）
0

使用ピストン速度 ㎜/s 20～500（注3）
クッション ゴムクッション付
給油 不可
許容吸収エネルギー Ｊ 16ページの表3をご参照ください。

ストローク

注：上記のストロ－ク以外は製作できません。

チューブ内径（㎜） 標準ストローク（㎜）
φ25 10、20、30、40、50
φ32 10、20、30、40、50

注1： 常時低温（5℃以下）、または高温（40℃以上）環境化でご使用する場合はご相談ください。
注2：ストッパなしで使用の場合、エンドプレートとフローティングブシュの間にわずかな隙間がありますのでご注意ください。
注3：メタル形ストッパ使用時は、20～200mm/sでご使用ください。

シリンダ質量
●クリーン仕様

チューブ内径 基本形   ストローク形（㎜）
（㎜） 10 20 30 40 50
φ25 1,010 1,040 1,060 1,180 1,200
φ32 1,060 1,090 1,110 1,240 1,260

（単位：g）

●バリエーション・オプション（ストッパ部）増加分
チューブ内径 オプション・ストッパ記号

（㎜） S1～S4 M1～M4 S5・S6 M5・M6
φ25

1�0 240
φ32

（単位：g）

スイッチ仕様
●１色/２色表示式

項   目
有接点２線式 無接点２線式 無接点３線式

T0H・T0V T5H・T5V T2H・T2V T2WH・T2WV T3H・T3V T3WH・T3WV

用   途
プログラマブル

コントローラ、リレー用
プログラマブルコントローラ、リレー
IC回路（ランプなし）、直列接続用

プログラマブル
コントローラ専用

プログラマブル
コントローラ、リレー用

出力方式 － － － NPN出力
電源電圧 － － － DC10～28V
負荷電圧 DC12/24V AC110V DC5/12/24V AC110V DC10～30V DC24V±10% DC30V以下
負荷電流 5～50mA �～20ｍA 50ｍA以下 20ｍA以下 5～20mA 100mA以下 50ｍA以下

ランプ
発光ダイオード
（ON時点灯）

ランプなし
発光ダイオード
（ON時点灯）

赤色/緑色
発光ダイオード
（ON時点灯）

発光ダイオード
（ON時点灯）

赤色/緑色
発光ダイオード
（ON時点灯）

漏れ電流 0ｍＡ 1mA以下 10μA以下

※T0/T5スイッチはAC220Vも使用可能です。
使用条件はお問い合せください。
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形番選定にあたっての注意事項
注1： ストローク調整範囲を変更する場合は、5ページ

ゴムクッション形ストッパ・メタル形ストッパ単
品をご使用ください。

注2： ストッパタイプ使用時のみ選択できます。
注3： メタル形ストッパ使用時は、ストッパブロック材

質合金銅（記号：T）を推奨します。
注4： ゴムクッション形ストッパとメタル形ストッパを

組合せて使用する場合は受注生産となります。
注5： メタル形ストッパの場合、20～200mm/sでご

使用ください。
注6： シリンダ単品形番については6ページをご参照く

ださい。

〈形番表示例〉
LCX-25-40-T2H※-R-S1T-P72
機種：薄型リニアスライドシリンダ   複動・片ロッド形（クリーン仕様）   LCX-P�※
●イ チューブ内径 ：φ25
●ロ ストローク ：40㎜
●ハ スイッチ形番 ：無接点・2線式
   リード線ストレートタイプ
●ニ スイッチ数 ：ロッド側1個付
●ホ その他オプション：ゴムクッション形ストッパ
   ストッパ位置 1

   材質、合金鋼（窒化処理）
●ヘ クリーン仕様：排気処理

LCX-P7※ Series
形番表示方法

ニ

形番表示方法
スイッチなし

スイッチ付

LCX S54025

機種形番

ハ

P72

クリーン仕様ヘ

チューブ内径イ

スイッチ形番

ホ

スイッチ数

オプション

ストロークロ

LCX 4025 T2H※ R S1T P72 記号 内 容
チューブ内径

25 φ25
32 φ32

ストローク（㎜）
10 10
20 20
30 30
40 40
50 50

スイッチ形番
リード線ストレート

タイプ
リード線L字

タイプ
接点 表示 リード線

T0H※ T0H※
有接点

1色表示式
2線

T5H※ T5H※ ランプなし
T2H※ T2H※

無
接
点

1色表示式
2線

T3H※ T3H※ 3線
T2WH※ T2WH※

2色表示式
2線

T3WH※ T3WH※ 3線
※リード線長さ
無記号 1m（標準）

3 3m（オプション）
5 5m（オプション）

スイッチ数
R ロッド側1個付
H ヘッド側1個付
D 2個付

オプション
無記号 オプションなし
S   ゴムクッション形ストッパ 注1、注4
S1※ ストッパ位置 1 （ 4 へ変更可） ス

ト
ッ
パ
取
付
位
置

S2※ ストッパ位置 2 （ 3 へ変更可）
S3※ ストッパ位置 3 （ 2 へ変更可）
S4※ ストッパ位置 4 （ 1 へ変更可）
S5※ ストッパ位置 1 、 3

S6※ ストッパ位置 2 、 4

M   メタル形ストッパ 注1、注3、注4、注5
M1※ ストッパ位置 1 （ 4 へ変更可） ス

ト
ッ
パ
取
付
位
置

M2※ ストッパ位置 2 （ 3 へ変更可）
M3※ ストッパ位置 3 （ 2 へ変更可）
M4※ ストッパ位置 4 （ 1 へ変更可）
M5※ ストッパ位置 1 、 3

M6※ ストッパ位置 2 、 4

※部
無記号 ストッパブロック材質：圧延鋼

T ストッパブロック材質：合金鋼（窒化処理）注2

クリーン仕様
構   造

P�2 排気処理
P�3 真空掃引

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ
●ストッパ位置

1

4

3

2
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LCX-P7※ Series

外形寸法図
● LCX-25、32-P7※

チューブ内径 ストローク A B C D E F G H J K L M N O P Q R S
RD HD

T0※ T2※ T2W※ T0※ T2※ T2W※
T5※ T3※ T3W※ T5※ T3※ T3W※

φ25

10 218
147

34
76.5 10 56 20 13 36.5

50
27 120 45

29.5 24.5 9.5

40 63

5 6.5 23.5 21.5

20 228 39 50 73
30 238 44 60 83
40 268

167
49

86.5 15 64 30 23 46.5 41 140 55
70 93

50 278 54 80 103

φ32

10 218
147

34
76.5 10 56 20 13 36.5

60
27 120 45

31 25 9

40 63
20 228 39 50 73
30 238 44 60 83
40 268

167
49

86.5 15 64 30 23 46.5 41 140 55
70 93

50 278 54 80 103

S
R

16.5

1
7

P

Q

2-M5深さ4
配管ポート

M5深さ4
リリーフポート

C D
E F

GXY

7
0

5
0

4
8

2
5

H
J

50
2-M6深さ10.5
2段重ね取付用（詳細は14ページ）

2-M6深さ11
Ｘ-Ｙ取付用（詳細は14ページ）

M5深さ4
リリーフポート（プラグ）

2-M5深さ4
配管ポート（プラグ）

B

A
S

R
16.5

1
7 P

Q

O 3
2

2-R
3

Ｃ部詳細

6     深さ6+0.05
+0.02

NN23

L
8 M

50 C部

9.5
6.5

4
-φ

1
1

4
-φ

6
.6

Y-Y′断面 X-X′断面

2
-φ

1
1

2
-φ

6
.6

9.5
6.5

23.5

15
34

K

C部

Y′ X′
6     深さ6+0.05

+0.02

1

9.5

6     深さ6+0.05
+0.02

RD

HD

2
5

6-M6深さ9.5
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組合せ事例
● 二段重ね取付

● X-Y取付

LCX Series
組合せ事例

＜組合せ動作＞

取付方法

取付方法

「φ32-30st」×「φ32-30st」

30

3
0

六角穴付ボルト：M6長さ14
締付けトルク：4.3～5.2N・m

六角穴付ボルト：M6長さ14
締付けトルク：4.3～5.2N・m

二段目

一段目

二段目

一段目

二段目

一段目

テーブル戻り端 テーブル戻り端

テーブル戻り端中間ポジション

一段目ストローク

一段目
   ＋      ストローク
二段目

テーブル出端
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LCX Series
機種選定ガイド

STEP-1
負荷率を確認し、チューブ内径を確定します。

水平作動時 垂直作動時
F0 = FW F0 = W+FW

FW：W×0.2注（N）
W：荷重（N）

［表1］理論推力表 （単位：N）

チューブ内径 作動方向
使用圧力MPa

0.15 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

φ25相当
PUSH 74 99 148 197 246 296 345
PULL 57 76 114 152 190 228 266

φ32相当
PUSH 116 155 233 310 388 466 543
PULL 99 133 199 265 332 398 464

α =     F0

F      ×100［％］

α ：負荷率

F0 ： ワークを移動させるのに
必要な力（N）

F ： シリンダ理論推力（N）
［表1］

注：摩擦係数

使用圧力MPa 負荷率（％）
0.2～0.3 α≦40
0.3～0.6 α≦50
0.6～0.7 α≦60

［表2］負荷率の目安

STEP-2

平均速度（Va）とSTEP-1で求めた負荷率
より、ストローク端速度（Vm）とG係数を
求めます。

図中の矢印（→）は
平均速度：0.20m/s
負荷率	 ：50％
における
ストローク端速度：0.35m/s
G係数　：16.8
を求める例を示します。

ストローク端速度（Vm）とG係数を求めます。

平
均
速
度
V
a（
m
/s
）

G
係
数

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0

5

10

15

20

25

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

負荷率10％

負荷率20％

負荷率30％
負荷率40％
負荷率50％
負荷率60％

ストローク端速度Vm

30
速度-G係数のグラフ
G係数=

メタル形ストッパ

ショックキラー形ストッパ

標準形ゴムクッション形ストッパ
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LCX Series
機種選定ガイド

STEP-3

ストローク端で発生する静的な荷重（モーメント）や衝撃モーメントを求め、静止時のモーメントの合成M’T
を確認します。

M’T ：モーメントの合成

G ：G係数

W’max ：W’の最大許容値（表5より）

M1’max	 ：M1’の最大許容値（表5より）

M2’max	 ：M2’の最大許容値（表5より）

M3’max	 ：M3’の最大許容値（表5より）

M1’= L × W

M2’= L × W

W’ = （N）

M1’× G = （N・m）

M2’ = （N・m）

M3’× G = （N・m）

M’T = W’
W’max  ＋ M1’×G

M1’max  ＋ M2’
M2’max  ＋ M3’×G

M3’max  ＝ 

［表5］静止荷重許容値

チューブ内径
垂直荷重 曲げモーメント 横曲げモーメント 捩りモーメント

W’max（N） M1’max（N・m） M2’max（N・m） M3’max（N・m）
φ25

670 52 110 52
φ32

W’= W

M3’= L × W

E = 12 ×（m＋mα）× Vm2

E ：ワーク終端での運動エネルギー（J）

m ：負荷の質量（kg）（m	≒	
W（N）
9.8 	）

ｍα ：テーブルの質量（表4より）

Vm	 ：ストローク端速度（m/s）

E max	：E0の最大許容値（表3より）

E ≦ E max であることを確認します。

許容吸収エネルギーを確認します。

［表3］LCXの許容吸収エネルギー（E0）

チューブ内径
標準形 ゴムクッション形ストッパ メタル形ストッパ ショックキラー形ストッパ
（J） （J） （J） （J）

φ25
0.34 0.14 0.07 1.3

φ32

［表4］テーブル質量 （単位：㎏）

チューブ内径
ストローク（㎜）

10 20 30 40 50
φ25

0.030 0.035
φ32

STEP-4
静止時のモーメントの合成M’Tを確認します。

M’T≦1であることを確認します。

●垂直荷重：W’（N） ●曲げモーメント：M1’（N・m）

●横曲げモーメント：M2’（N・m） ●捩りモーメント：M3’（N・m）

W(N)

L(m)

W(N)

L(m)

W W(N)

L(m)

W(N)

L(m)
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LCX Series
機種選定ガイド

STEP-5

走行時のモーメントの合成MTを確認します。（STEP-4で求めたものとは異なりますので注意してください。）

●垂直荷重：W（N） ●曲げモーメント：M1（N・m）

チューブ内径
ストローク

10 20 30 40 50
φ25

0.037 0.042
φ32

Lの値 単位（m）

●横曲げモーメント：M2（N・m） ●捩りモーメント：M3（N・m）

W(N) W(N)

W(N)

L2

L2

F2(N)

M2

M2

M2=W×L2

M2=F2×L2

L1

M1 F1(N)

L1

LAＷ(N)

M1

M3

Ｗ(N)

LA
L3

M3F3(N)

L3

M1=F1×L1

M1=W×L1
L1=A+L
Lは下表の値

M3=W×L3
L3=A+L
Lは下表の値

M3=F3×L3
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LCX Series
機種選定ガイド

W=W = （N）

M1=M1 = （N・m）

M2=M2 = （N・m）

M3=M3 = （N・m）

MT = W
Wmax  ＋ M1

M1max  ＋ M2
M2max  ＋ M3

M3max  = 

MT ：モーメントの合成

Wmax ：Wの最大許容値（表7より）

M1max	：M1の最大許容値（表7より）

M2max	：M2の最大許容値（表7より）

M3max	：M3の最大許容値（表7より）

［表7］走行荷重許容値

チューブ内径
垂直荷重 曲げモーメント 横曲げモーメント 捩りモーメント

Wmax（N） M1max（N・m） M2max（N・m） M3max（N・m）
φ25

97 7 15 7
φ32

MT≦1であれば使用可能となります。
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LCX Series
技術資料テーブル端での変位（参考値）
A点での変位

【M1、M2、M3モーメントによるテーブル変位量】
M1モーメント：テーブル先端に荷重（F1）を作用させた時のテーブル先端での変位量
M2モーメント：シリンダ中心から100mm離れた位置に荷重（F2）を作用させた時のテーブル端（A部）の変位量
M3モーメント：シリンダに回転モーメント（M3）を加えた時のテーブルの変位角度

M1モーメントのテーブル変位量 M2モーメントのテーブル変位量 M3モーメントのテーブル変位角度

変
位
量
（

μm
）

30

20

10

0 100 200 300 400
荷重・F1（N）

50st

20st
10st

変
位
量
（

μm
）

50

40

30

20

10

荷重・F2（N）

変
位
角
度
（
°
）

モーメント・M3（N・m）

0.05

0.03

0.02

0 5 10 15 30500

40

50

30.40st

F1

A部

F2100mm

M3

0 0
0 100 200 300 400 500 600

0.04

0.01

0.00
20 25
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LCX Series

関連商品

リニアスライドシリンダ   LCGシリーズ
● リニアガイドのテーブル面をそのままスライドテー

ブルに採用し、より高精度に
● ストッパの左右対称取付け、多面配管など、設計の

自由度、使いやすさが向上

リニアスライドシリンダ   LCRシリーズ
● アルミテーブル採用により最大で従来比10%軽量

化
● リニアガイドとスライドテーブルの高剛性化によ

り、剛性アップを実現
● ストッパの左右対称形、多面配管、2面取付け、位

置決め穴装備など、設計の自由度アップ
●口径はφ6～φ25の6種類

［高剛性タイプ］

［軽量タイプ］

空圧シリンダ総合Ⅰ　CB-029S

リニアスライドシリンダLCRシリーズ　CC-996
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